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特
に
南
海
電
鉄
は
、
大
阪
府
都
市
開
発
株
式
会
社
経
営
に
係
る
泉
北
高
速
鉄
道
の
運
行
を
受
託
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
右
泉
北
高
速
鉄
道
は
本
年
六
月
頃
す
で
に
平
均
二
〇
％
を
超
え
る
運
賃
値
上
げ
が
認
可
さ
れ
て
お

り
、
同
鉄
道
の
利
用
者
の
約
八
割
は
、
南
海
電
鉄
を
「
通
し
利
用
」
し
て
い
る
た
め
、
若
し
今
回
の
南
海
電
鉄
の
運

賃
値
上
げ
申
請
が
認
可
さ
れ
れ
ば
、
右
併
用
乗
客
は
年
内
に
二
度
も
運
賃
値
上
げ
の
負
担
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
生

活
上
極
め
て
大
き
な
犠
牲
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。 

大
手
私
鉄
の
運
賃
の
大
幅
一
斉
値
上
げ
が
、
す
で
に
運
輸
大
臣
に
申
請
さ
れ
、
現
在
審
査
中
で
あ
る
が
、
今
回

の
値
上
げ
申
請
は
、
不
動
産
部
門
を
ふ
く
む
全
事
業
収
支
で
黒
字
が
出
て
い
る
こ
と
、
内
部
留
保
が
巨
額
に
の 

 

ぼ
つ
て
い
る
こ
と
、
鉄
道
部
門
に
つ
い
て
も
収
支
率
が
改
善
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
引
上
げ
率
が
春
闘
時

の
賃
上
げ
率
を
超
え
、
不
況
下
の
国
民
の
生
活
を
圧
迫
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
極
め
て
不
当
な
も
の
で
あ
る
。 
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そ
の
た
め
、
南
海
電
鉄
と
泉
北
高
速
鉄
道
と
の
通
し
運
賃
に
つ
い
て
は
、
運
賃
併
算
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
運
賃
併
算
制
度
の
問
題
点
は
、
○一

泉
北
高
速
鉄
道
は
運
転
、
駅
務
、
保
安
等
す
べ
て
の
日
常
業
務
を
南

海
電
鉄
に
委
託
し
て
い
る
こ
と
か
ら
実
態
は
一
本
化
し
て
お
り
、
一
般
の
相
互
乗
入
れ
と
は
大
き
く
異
な
つ
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
線
利
用
者
は
初
乗
り
運
賃
を
二
度
払
い
す
る
結
果
に
な
つ
て
い
る
こ
と
○二

泉
北
高
速

鉄
道
の
定
期
の
割
引
率
が
低
い
こ
と
○三

南
海
電
鉄
は
他
の
路
線
の
旅
客
が
減
少
し
て
い
る
の
に
泉
北
高
速
鉄
道
と

の
「
通
し
利
用
」
の
乗
客
の
み
増
加
し
経
営
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
○四

「
通
し
利
用
」
の
運
賃
併
算
「
調
整
」
制

度
と
し
て
南
海
電
鉄
側
が
普
通
運
賃
に
限
つ
て
一
律
十
円
の
割
引
き
を
行
つ
て
い
る
が
、
前
記
諸
事
情
か
ら
み
て

過
少
で
あ
る
こ
と
○五

「
通
し
輸
送
」
の
場
合
、
混
雑
度
は
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
、
一
八
〇
％
か
ら
二
〇
〇
％
に
も
達
し

て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
た
め
、
こ
の
制
度
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
強
い
改
善
の
声
が
上
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

以
上
の
と
お
り
、
大
手
私
鉄
運
賃
の
大
幅
一
斉
値
上
げ
自
体
認
め
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
際
南
海
電
鉄 
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四 

第
八
十
四
回
国
会
衆
議
院
物
価
問
題
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
（
昭
和
五
十
三
年
三
月
二
十
八
日
）
で
、
運
輸

省
鉄
道
監
督
局
の
妹
尾
民
営
鉄
道
部
長
は
、
泉
北
高
速
の
乗
客
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
つ
い
て
六
項
目
に
わ
た
つ
て

行
政
指
導
を
約
束
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
改
善
措
置
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。 

と
泉
北
高
速
鉄
道
と
の
現
行
運
賃
併
算
制
度
並
び
に
両
鉄
道
の
乗
客
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
質

問
す
る
。 

三 

現
在
普
通
運
賃
に
限
ら
れ
て
い
る
割
引
き
を
定
期
運
賃
に
も
拡
大
適
用
す
る
か
ど
う
か
。 

一 

南
海
電
鉄
と
泉
北
高
速
鉄
道
の
「
通
し
利
用
者
」
に
対
し
て
運
賃
計
算
上
何
ら
か
の
優
遇
措
置
を
講
じ
て
い
る

か
ど
う
か
。 

二 

南
海
電
鉄
と
泉
北
高
速
鉄
道
と
の
現
行
運
賃
併
算
制
度
に
つ
い
て
一
律
十
円
の
割
引
き
を
さ
ら
に
乗
客
に
有

利
な
よ
う
に
改
善
し
、
増
額
す
る
か
ど
う
か
。 

未
実
施
の
も
の
は
い
つ
具
体
化
す
る
の
か
。
ま
た
混
雑
率
緩
和
の
年
次
計
画
が
あ
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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六 
五 
南
海
電
鉄
の
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
つ
い
て
、
混
雑
率
緩
和
計
画
、
自
転
車
置
場
設
置
計
画
、
主
要
駅
の
便
所
改

善
計
画
等
、
あ
れ
ば
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


